
［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年6月27日

契 約 業 者 名 日本工営（株）東京支店

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区麹町５－４

業 務 の 名 称 Ｒ６甲府河川国道管内防災点検・設計業務

業 務 場 所 甲府河川国道事務所管内

業 種 区 分 土木建設関係コンサルタント

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年9月26日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年12月26日

変 更 前 の 契 約 金 額 6,480,000円（税込み）

変 更 金 額 ＋（18,480,000）円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 82,445,000円（税込み）

変 更 理 由

（第１回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について記
述する）

測量業務
地質調査
道路施設点検
設計
各種調査

１．測量
○基準点測量、現地測量、路線測量
過年度業務で実施した、三次元点群データを活用した道路斜面災害リ
スク箇所の評価により、新規要対策となった防災カルテ箇所の他、変状
の著しい防災対策箇所、既発注工事に関連する河川協議に必要な測
量作業のための費用を追加する。

２．地質調査（一般調査、解析等調査）
○一般調査（機械ボーリング等）
Ｒ５年末実施の防災ドクター診断で今後継続監視の方針となり、防災カ
ルテ点検の要対策箇所と評価した箇所等の、機械ボーリング等調査た
めの費用を追加する。
○解析等調査
上記と同様、解析等調査のための費用を追加する。



３．道路施設点検
○防災カルテ点検
管内各出張所とのヒアリングを通して現地調査した結果、継続的な点検
が必要な箇所について、安定度調査を実施し新規防災カルテ点検調査
を作成したため、費用を追加する。また、国道２０号の現道移管に関連
した管理構造物の変状確認等、臨時点検を実施したため費用を追加す
る。
○特定道路土工構造物点検
点検箇所により急崖な範囲について、ザイルワークを用いた点検方法
による近接目視を行ったため、必要な費用を追加する。

４．設計（一般構造物設計）
○一般構造物詳細設計
過年度業務で実施した、三次元点群データを活用した道路斜面災害リ
スク箇所の評価により、新規要対策となった防災カルテ箇所の他、変状
の著しい防災対策箇所、既発注工事に関連する河川協議に必要な測
量作業のための費用を追加する。
　
○各種調査、資料作成等
下記内容の調査、資料作成等を追加する。
・設計照査（Y020A620、Y020A680、Y020A715、Y020G138）
・用地関連（N052E148、N052E162）
・笹子地区洗堀対策施工計画
・対策工優先度の整理
・緊急点検実施基準（案）
・動態観測方針（案）

５．履行期間
上記測量、調査および設計等の追加に伴い履行期間を１７９日間延伸
し、令和７年１２月２６日までとする。


